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特集・就職支援～学生の職業意識の醸成～ 
一
．
は
じ
め
に

　
「
就
業
力
」
と
は
「
学
生
が
社
会
的
・
職
業
的
に
自
立
で
き
る
力
」

で
あ
り
、
本
来
は
、
単
に
企
業
に
持
続
的
に
雇
用
さ
れ
る
力
だ
け
で

な
く
、
自
身
を
自
ら
雇
用
す
る
起
業
の
力
や
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
を
担
う
力
ま
で
を
視
野
に
い
れ
た
、広
範
な
概
念
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
大
学
生
に
と
っ
て
、
ま
た
彼
ら
を
輩
出
す
る
大
学
に
と
っ

て
、
最
も
関
心
が
高
い
の
は
「
初
職
に
就
く
た
め
の
就
業
力
」、
す

な
わ
ち
「（
民
間
企
業
に
）
内
定
す
る
力
」
で
あ
る
。
今
回
は
、
就

業
力
を
「
初
職
に
就
く
力
」
と
狭
義
に
捉
え
て
、
そ
こ
に
は
ど
ん
な

要
素
が
必
要
か
、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
い
か
に
育
む
か
に
つ
い
て
、
主

に
文
系
大
学
生
を
中
心
に
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

二
．
面
接
重
視
の
新
卒
採
用
が
も
た
ら
す
も
の

産
業
界
が
、
新
卒
学
生
に
ど
の
よ
う
な
人
材
要
件
を
求
め
て
い
る

か
は
、
近
年
「
社
会
人
基
礎
力
」（
経
済
産
業
省
）、「
学
士
力
」（
文

部
科
学
省
）、「
就
業
基
礎
能
力
」（
厚
生
労
働
省
）、「
人
間
力
」（
内

閣
府
）、「
キ
ー
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
」（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
と
い
う
よ
う
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
さ
ま
ざ
ま
要
素
定
義
を
行
っ
て
い
る
。
我
々
も

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
と
共
同
で
、
過
去
の
求
人
広
告
の
中

「
就
業
力
」を
高
め
る
教
育
と
は

松
村 

直
樹

（
株
式
会
社
リ
ア
セ
ッ
ク
取
締
役
Ｃ
Ｏ
Ｏ
／
キ
ャ
リ
ア
総
合
研
究
所
主
幹
研
究
員
）
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で
表
現
さ
れ
て
い
る
人
材
要
件
の
分
析
や
、
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重

ね
、【
図
１
】
に
示
す
よ
う
な
基
礎
力
（Generic�Skills

）
を
定
義

し
た
。
大
き
く
、周
囲
と
良
い
関
係
を
作
り
巻
込
む「
対
人
基
礎
力
」、

気
持
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
意
欲
を
持
続
す
る
「
対
自
己
基
礎
力
」、

課
題
を
見
つ
け
解
決
に
導
く
「
対
課
題
基
礎
力
」、
問
題
を
論
理
的

に
考
え
る
「
処
理
力
／
思
考
力
」
の
四
側
面
か
ら
な
っ
て
お
り
、
個

人
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
る
基
礎
力
が
定
義
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
は
「
ど
ん

な
仕
事
に
も
普
遍
に
求
め
ら
れ
る
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
能
力
」
を
表

現
し
て
お
り
、
理
論
的
に
は
全
て
が
高
い
方
が
、
よ
り
望
ま
し
い
人

材
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
以
降
、
本
論
中
で
は
、
企
業
の
求
め
る
プ

ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
能
力
を
代
表
す
る
指
標
と
し
て
、
リ
ア
セ
ッ
ク
の

基
礎
力
（Generic�Skills

）
を
用
い
て
論
を
進
め
る
）。
在
学
中
に

そ
れ
ら
の
能
力
を
で
き
る
だ
け
涵
養
さ
せ
る
こ
と
が
、
幅
広
い
職
業

人
養
成
の
機
能
を
担
う
大
学
に
と
っ
て
大
き
な
目
標
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
こ
と
「
内
定
を
採
る
」
と
い
う
シ
ー
ン
に
限
っ
て
言

え
ば
、
全
部
の
基
礎
力
を
網
羅
的
に
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
面
接
重
視
と
い
う
新
卒
採
用
の
特
殊

性
が
あ
る
か
ら
だ
。

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
面
接
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
新

卒
採
用
に
際
し
て
企
業
は
、
求
め
る
人
物
像
を
確
定
し
、
求
め
ら
れ

ビジネスリーダーとしての職務が期待される年代（３０代前半）までに、
獲得されることが望ましい、

おおよそどのような職務遂行にも普遍に求められる能力

他者との豊かな関係を築く

目標に向けて協力的に仕事を進める

場をよみ、組織を動かす

課題の所在を明らかにし、必要な情報分析を行う

課題解決のための適切な計画を立てる

実践行動をとる

気持ちの揺れを制御する

前向きな考え方ややる気を維持する

主体的に動き、良い行動を習慣づける

課題��力

計画立�力

実践力

�情制御力

����力

行動持�力

��力

協�力

��力

文の要素である語の意味を正しく把握し、文章の構成や要旨を
的確に理解する力

加減乗除の計算能力や、グラフ・表を正確に解釈する力

既に獲得した情報を組み合わせ、的確な判断を導きだす。構
造的に物事を捉える

ゼロベース思考、オリジナリティ

�理的思考力

�造的思考力

�語的�理力

��的�理力

�����力

������力

��課題��力

��理力

�思考力

（図１：リアセックとリクルートが共同で定義した基礎力（Generic Skills））（図１：リアセックとリクルートが共同で定義した基礎力（Generic Skills））
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る
ス
ペ
ッ
ク
・
能
力
を
言
語
化
し
た
う
え
で
、
面
接
官
に
徹
底
・
指

導
し
て
（
中
に
は
質
問
を
構
造
化
ま
で
し
て
）
面
接
に
臨
む
の
が
一

般
的
で
あ
る
。
故
に
、
企
業
毎
に
重
点
の
置
か
れ
る
基
礎
力
要
素
が

異
な
り
、学
生
を
判
断
す
る
観
点
も
違
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

人
が
人
を
会
話
を
通
じ
て
判
断
す
る
と
い
う
面
接
の
性
質
上
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
感
じ
る
学
生
の
印
象
が
、
合
否
の
判
断

を
左
右
す
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
で
は
、
ど
ん
な
印
象
が
合
否
を
分

け
る
の
か
、
そ
こ
に
共
通
性
は
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
【
図
２
】
は
二
〇
〇
三
年
に
広
島
県
の
呉
大
学
で
調
査
し
た
結
果

を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
左
側
の
表
は
、
四
年
生
の
九
月
ま
で
に

内
定
を
得
た
学
生
と
、
途
中
で
就
職
活
動
を
放
棄
し
た
学
生
の
志
向

をR-CA
P

（
※
１
）
の
各
指
標
で
比
較
し
た
も
の
。
グ
ラ
フ
上
で

黒
く
塗
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
差
が
統
計
的
に
有
意
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
お
り
、「
多
様
性
に
対
す
る
志
向
」
に
お
い
て
内
定
獲
得

者
の
ス
コ
ア
が
高
く
、
そ
の
差
が
有
意
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
右

側
の
表
は
、
九
月
ま
で
に
内
定
を
得
た
学
生
と
、
四
年
生
の
二
月
に

な
っ
て
も
内
定
の
得
ら
れ
て
い
な
い
学
生
を
同
様
にR-CA

P

の
指

標
で
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
「
多
様
性
に
対
す
る
志
向
」
に
お
い
て
内
定
獲
得
者
の

方
が
高
い
ス
コ
ア
を
示
し
て
い
る
。
加
え
て「
起
業
家
的
創
造
志
向
」

「卒業後の進路を早期に確定した」学生のほうが、
「就職活動を途中放棄」したり「卒業間近でも進路未定」の

学生よりも“多様性尺度”および“起業家的創造志向尺度”が
有意に高いことが確認できる。

早期に進
路が確定
した
グループ

途中で就
活をやめ
たグループ

楽観性 48.4 45.7

変化 55.0 56.7

多様性 53.6 42.7

未知 46.7 45.7

経営管理志向 51.8 51.0

専門志向 53.3 52.9

自律志向 47.0 46.3

起業家的創造
志向 53.1 48.7

安定志向 56.0 58.3
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「学生パーソナリティと就職活動特性～呉大学生調査に基づく実証分析～」　呉大学ネットワーク社会研究センター　研究年報2004　より

：スコアの差が統計的に
　有意である尺度

（平均スコアの差）（平均スコアの差）

（図２：内定を得る力と関係する２つの志向ー個別大学における検証ー）（図２：内定を得る力と関係する２つの志向ー個別大学における検証ー）
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が
内
定
獲
得
者
で
有
意
に
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。左
表
に
お
い
て
も
、

内
定
者
の
方
が
「
起
業
家
的
創
造
志
向
」
が
高
い
傾
向
を
示
し
て
お

り
、
こ
の
二
つ
の
志
向
が
内
定
獲
得
に
関
係
が
深
い
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。

こ
の
傾
向
を
、
個
別
大
学
の
デ
ー
タ
で
な
く
マ
ス
デ
ー
タ
で
見
た

も
の
が
【
図
３
】
で
あ
る
。

左
の
グ
ラ
フ
は
関
東
の
私
立
大
学
（
文
系
学
部
）、
右
の
グ
ラ
フ

は
関
西
の
私
立
大
学
（
文
系
学
部
）
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
も
の

で
あ
る
。
各
学
校
を
就
職
力
（
※
２
）
で
高
い
群
（
Ａ
群
）、
中
位

の
群
（
Ｂ
群
）、低
い
群
（
Ｃ
群
）
に
分
類
し
そ
の
平
均
値
を
横
軸
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
群
に
お
け
るR-CA

P

の
指
標
の
平
均
値
を
縦
軸
に
プ

ロ
ッ
ト
し
た
。
結
果
を
見
る
と
、
関
東
の
私
大
に
お
い
て
も
、
関
西

の
私
大
に
お
い
て
も
、
就
職
力
が
高
い
群
ほ
ど
、「
多
様
性
に
対
す

る
志
向
」
な
ら
び
に
「
起
業
家
的
創
造
志
向
」
の
ス
コ
ア
が
高
く
な

る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。R-CA

P

の
指
標
の
中
で
、
こ
の
傾
向
を

関
東
・
関
西
両
方
の
地
域
で
同
様
に
示
す
指
標
は
こ
の
二
指
標
し
か

な
く
、「
多
様
性
に
対
す
る
志
向
」「
起
業
家
的
創
造
志
向
」
の
二
指

標
が
内
定
獲
得
と
関
係
が
深
い
こ
と
が
、
マ
ス
デ
ー
タ
か
ら
も
検
証

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

※
１
：
リ
ク
ル
ー
ト
社
が
開
発
し
た
適
性
検
査
。
様
々
な
志
向
や
価
値
観
か

（※1）就職力　　：　2003年8月のアエラに掲載されたデータ。学生の人気企業
　　　　　　　　　　　　ランキング109社に内定した学生数を、就職予定数で割って
　　　　　　　　　　　　算出した指数

Ａ群：就職力の高い学校群　　B群：就職力でA群に次ぐ学校群　　C群：就職力でB群に次ぐ有名校群
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就職力（※１）と“多様性志向”および“起業家的創造志向尺”との間に、
何らかの関係があることが分かる。

（図３：内定を得る力と関係する２つの志向ーマスデータによる検証ー）（図３：内定を得る力と関係する２つの志向ーマスデータによる検証ー）
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ら
一
四
〇
職
種
に
対
す
る
適
性
を
診
断
し
ラ
ン
キ
ン
グ
表
示
す
る
と
こ
ろ

が
特
徴
的
。

※
２
：
二
〇
〇
三
年
八
月
号
の
「
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
」
に
掲
載
さ
れ
た
デ
ー
タ
。
各

大
学
の
学
部
毎
に
、
学
生
の
人
気
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
一
〇
九
社
に
内

定
し
た
学
生
数
を
、
就
職
予
定
者
数
（
在
籍
数
か
ら
進
学
者
数
を
除
い
た

数
）
で
割
っ
て
算
出
し
た
も
の
。「
み
ん
な
が
入
り
た
い
と
思
う
企
業
に

内
定
を
取
る
力
」
を
示
し
て
い
る
。

　
「
多
様
性
に
対
す
る
志
向
」と
は
、他
者
の
多
様
な
価
値
観
に
興
味
・

関
心
を
も
っ
て
受
入
れ
よ
う
と
す
る
志
向
で
あ
り
、
こ
の
志
向
が
高

い
と
、
自
分
に
対
し
て
意
見
さ
れ
る
こ
と
を
、
恐
れ
ず
聞
き
入
れ
よ

う
と
す
る
態
度
が
生
ま
れ
る
。
面
接
に
お
い
て
は
、
些
細
な
こ
と
に

動
じ
な
い
肝
の
据
わ
っ
た
印
象
を
う
け
る
。「
起
業
家
的
創
造
志
向
」

と
は
、
自
分
の
独
自
性
を
発
揮
し
て
新
し
い
も
の
を
創
り
出
し
た
い

と
い
う
志
向
で
あ
り
、必
ず
し
も
起
業
を
志
向
す
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
志
向
（
あ
る
い
は
起
業
家
精

神
）
と
言
い
換
え
た
方
が
良
い
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
志
向
が
高
い

と
、
自
分
の
こ
だ
わ
り
を
追
及
し
よ
う
と
す
る
。
結
果
、
面
接
に
お

い
て
は
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
さ
せ
た
い
と
い
う
熱
意
を

感
じ
さ
せ
る
。
企
業
側
は
様
々
な
準
備
と
構
え
を
持
っ
て
採
用
に
臨

も
う
と
す
る
が
、
そ
の
手
法
を
面
接
に
頼
っ
て
い
る
が
故
に
、
上
述

の
二
つ
の
志
向
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
れ
ら
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
内
定
獲
得
の
可
能
性
を
相
当
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
そ

う
だ
。

三
．
多
様
性
志
向
と
起
業
家
的
志
向
を
い
か
に
育
て
る
か

　
「
多
様
性
に
対
す
る
志
向
」
と
「
起
業
家
的
創
造
志
向
（
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
志
向
）」
向
上
の
効
果
を
見
て
来
た
が
、
は
た
し
て
そ
れ

ら
は
ど
の
よ
う
に
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
千
葉

県
の
明
海
大
学
で
実
施
・
検
証
し
た
結
果
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

　
【
図
４
】
は
開
講
し
た
「
マ
イ
キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ
」
の
概
要
で
あ
る
。

授
業
は
、一
年
間
を
通
じ
て
徹
底
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、

「
自
分
で
情
報
を
集
め
」
→
「
妥
当
性
を
考
え
」
→
「
発
表
し
」
→
「
周

囲
か
ら
評
価
さ
れ
る
」
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
（
テ
ー
マ
を
変
え
て
）

回
し
続
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
テ
ー
マ
は
志
望
動
機
を
固
め
る

た
め
の
自
己
分
析
が
中
心
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
内
で
共
有
し
あ
う
こ

と
で
、
他
者
と
の
違
い
を
実
感
し
、
そ
の
こ
と
が
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
生
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
授
業
の
内

外
で
教
師
と
学
生
お
よ
び
学
生
相
互
の
ラ
ポ
ー
ル
（
信
頼
関
係
）
を

築
く
工
夫
を
施
す
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
他
者
の

考
え
や
意
見
を
享
受
す
る
姿
勢
（
多
様
性
に
対
す
る
志
向
）
が
高
ま

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。【
図
５
】
は
、
こ
の
授
業
を
受
け
た
一
年
間
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■テーマ１：「働く事の意識づけ」（３年生前期講義）
　　　　　　　自分の価値観、志向、興味の理解
　　　　　　　　就業に対する動機付け
　　　　　　　　就職活動における基礎知識の習得

■テーマ２：「行動と実践」（３年生後期講義）
　　　　　　　自己ＰＲ・エントリーシート・面接などのスキルアップ
　　　　　　　　行動量や活動ペースの確認
　　　　　　　　不安や決意の共有

■個別カウンセリング（主に３年生）
　　　　　　　学生1人あたり５回（３年生の１年間）の個別面談を行う。
　　　　　　　講義では理解できなかったことを補足したり、学生個別の
　　　　　　　事情を受容し、就職活動を最後まであきらめさせないよう
　　　　　　　フォローする

■グループカウンセリング（主に4年生）
　　　　　　　活動の掌握と、活動中の支援を目的に、グループ就活
　　　　　　　相談会（グループカウンセリング）を随時開催する

１クラス２０～３０名程度
全２４回の講義（グループ討議中心）と、個別・グループカンセリングを並行して行う。

（図４：マイキャリアゼミの概要）

Ａ
マイキャリア
ゼミ受講前
のスコア
（ゼミ生平均）

Ｂ
マイキャリア
ゼミ受講後
のスコア

（ゼミ生平均）

楽観性に対する志向 47.5 49.5 2.0

変化に対する志向 54.2 55.4 1.2

多様性に対する志向 48.9 54.6 5.7

未知に対する志向 53.2 53.9 0.7

経営管理志向 50.6 52.0 1.4

専門志向 53.0 55.3 2.3

自律志向 45.4 45.3 -0.1

起業家的創造志向 50.7 56.7 6.0

安定志向 54.5 54.6 0.1

-2.0 0.0 2.0 4.0 6.0 8.0

T検定の結果、有意な差と
認められる尺度

（Ｂ－Ａの結果）

（図５：マイキャリアゼミの前後におけるR-CAPのスコア変化）

（図４：マイキャリアゼミの概要）

（図５：マイキャリアゼミの前後における R-CAP のスコア変化）
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の
変
化
をR-CA

P

で
見
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
見
る
と
「
多
様
性

に
対
す
る
志
向
」
と
「
起
業
家
的
創
造
志
向
」
が
統
計
的
に
有
意
に

伸
長
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
変
化
は
就
職
活
動
の
結
果
に
表
れ
て
お
り
、「
マ
イ
キ
ャ
リ

ア
ゼ
ミ
」
を
履
修
し
た
学
生
の
方
が
、
そ
の
他
の
学
生
よ
り
総
じ
て

早
い
時
期
に
内
定
を
獲
得
し
、
就
職
活
動
の
満
足
度
も
高
く
、
最
終

的
な
就
職
率
は
二
〇
〇
四
年
当
時
で
九
五
・
六
％
、
進
路
決
定
率
は

一
〇
〇
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
志
向
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
内
定
獲
得
の
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
を
、
改
め
て
確
認
し
た
と

言
え
よ
う
。

四
．
難
関
企
業
に
は
「
対
課
題
基
礎
力
」
が
鍵

　
「（
民
間
企
業
に
）
内
定
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
限
定
す
れ
ば
、
面

接
の
印
象
に
影
響
す
る
二
つ
の
志
向
（
多
様
性
に
対
す
る
志
向/
起

業
家
的
創
造
志
向
）
が
、相
当
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
二
つ
の
志
向
は
お
そ
ら
く
「
対
人
基
礎
力
」
の
領
域
に
相
応
に

影
響
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
見
て
き

た
こ
と
は
、
様
々
な
企
業
に
対
し
て
、
お
し
な
べ
て
内
定
獲
得
の
可

能
性
を
高
め
る
と
い
う
話
で
あ
り
、
大
学
側
と
し
て
は
「
上
場
企
業

や
人
気
企
業
と
い
っ
た
難
関
企
業
に
ど
れ
だ
け
入
る
か
」と
い
っ
た
、

就
職
先
に
関
す
る
こ
と
も
大
き
な
関
心
と
な
る
。

　
【
図
６
】
は
、
愛
知
県
の
中
京
大
学
総
合
政
策
学
部
で
行
わ
れ
て

い
る
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」（
担
当
：
坂
田
隆
文
准
教
授
）
と
い

う
授
業
を
受
け
た
学
生
の
就
職
状
況
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
授

業
は
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project�based�learning

）
型
の
授
業
を
通
じ
て
基

礎
力
の
開
発
を
目
的
と
し
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
受
講
者

を
、そ
の
基
礎
力
で
「
上
位
群
（
三
〇
％
）」、「
中
位
群
（
四
〇
％
）」、

「
下
位
群
（
三
〇
％
）」
に
分
け
て
、難
関
企
業
に
対
す
る
内
定
率
（
※

３
）
の
違
い
を
見
て
み
る
と
、
①
基
礎
力
の
水
準
が
全
般
的
に
高
い

方
が
、
難
関
企
業
か
ら
の
内
定
を
得
や
す
い
、
②
領
域
別
に
は
「
対

人
」「
対
課
題
」
の
基
礎
力
の
高
さ
が
、
難
関
企
業
の
内
定
率
に
影

響
す
る
、
と
い
う
二
つ
の
こ
と
が
分
か
る
。
①
の
知
見
は
、
基
礎
力

が
企
業
の
求
め
る
人
材
像
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
る
結
果

と
も
言
え
る
。
②
の
結
果
は
、新
卒
採
用
が
面
接
重
視
と
い
え
ど
も
、

難
関
企
業
就
職
に
際
し
て
は
「
対
人
基
礎
力
」
だ
け
で
な
く
「
対
課

題
基
礎
力
」（
課
題
を
見
つ
け
解
決
に
導
く
力
）
の
高
さ
も
必
要
と

な
っ
て
く
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
基
礎
力
は
、「
対
人
基
礎
力
」
が
高
い
人
は
「
対
自
己

基
礎
力
」
や
「
対
課
題
領
域
」
も
高
い
と
い
っ
た
連
関
性
の
問
題
が

あ
り
、
領
域
別
に
見
る
と
き
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
基

礎
力
を
「
対
人
」
の
高
×
低
、「
対
自
己
」
の
高
×
低
、「
対
課
題
」
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総合（基礎力水準別）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

上位群 中位群 下位群

基礎力が高い方が、難
関企業から内定を得や
すい様子がわかる

対人基礎力、対課題基礎力が高い方が、難関企業からの内定を得やすい傾向にある
対人（基礎力水準別）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

上位群 中位群 下位群

対課題（基礎力水準別）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

上位群 中位群 下位群

（図６：基礎力領域ごとにみた難関企業内定率）

下位群の内定率を１とした時の、各群の内定率

対自己（基礎力水準別）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

上位群 中位群 下位群

対人基礎力における下位群の内定率を
１とした時の、各群の内定率

対自己基礎力の高さは、難関企業の入
り易さとは、あまり関係しない

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

1 2 3 4 5 6 7 8
対人 対自己 対課題

H H H

対人 対自己 対課題

H L H

対人 対自己 対課題

L H H

対人 対自己 対課題

L L H

対人 対自己 対課題

H H L

対人 対自己 対課題

H L L

対人 対自己 対課題

L H L

対人 対自己 対課題

L L L

←　難関企業に内定した学生
の割合

←　難関企業から内定を得なかった
学生の割合

対課題基礎力が高い 対課題基礎力が低い

学生の分布は、全ての基礎力が高
いか、全ての基礎力が低いかの、
いづれかのパターンに集中してお
り、全ての基礎力が高い方が、難
関企業から内定を得やすいことが
わかる。

対人・対自己の高低にかかわらず、
対課題基礎力が高い学生の方が
難関企業から内定を得やすい
傾向が見て取れる

（図７：基礎力の組合せパターンごとに見た内定率の分布）

（図６：基礎力領域ごとにみた難関企業内定率）

（図７：基礎力の組合せパターンごとに見た内定率の分布）
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の
高
×
低
で
学
生
を
八
パ
タ
ー
ン
に
分
類
し
、
難
関
企
業
か
ら
内
定

を
得
た
学
生
と
、
難
関
企
業
に
内
定
し
な
か
っ
た
学
生
の
内
で
八
パ

タ
ー
ン
の
分
布
を
見
た
も
の
が
【
図
７
】
で
あ
る
。
一
見
し
て
わ
か

る
こ
と
は
、
三
つ
の
基
礎
力
領
域
が
（
高
・
高
・
高
）
と
（
低
・
低
・

低
）
の
学
生
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
あ
り
、
先
の
【
図
６
】
で
も

見
た
よ
う
に
、
全
て
の
基
礎
力
が
高
い
学
生
の
方
が
、
難
関
企
業
に

入
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
と
同
時
に
、「
対
人
」「
対
自
己
」

の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
、「
対
課
題
基
礎
力
」
が
高
い
学
生
の
方
が
、

難
関
企
業
か
ら
内
定
を
得
る
割
合
が
高
い
傾
向
を
見
て
取
る
こ
と
が

で
き
る
（
図
の
左
半
分
に
お
い
て
、
お
し
な
べ
て
難
関
企
業
か
ら
内

定
を
得
た
学
生
の
比
率
が
高
い
）。

以
上
よ
り
、
多
く
の
学
生
が
入
り
た
い
と
願
う
よ
う
な
難
関
企
業

か
ら
内
定
を
得
る
た
め
に
は
、
対
人
基
礎
力
に
影
響
す
る
「
多
様
性

に
対
す
る
志
向
」
や
「
起
業
家
的
創
造
志
向
」
を
高
め
る
だ
け
で
は

不
足
で
あ
り
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
基
に
「
対
課
題
基
礎
力
」
の
高
さ
を

面
接
で
示
し
て
見
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。「
対

課
題
基
礎
力
」
は
こ
の
例
で
見
た
よ
う
に
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
の
授
業
を
通

じ
て
鍛
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
授
業
で
な
く

と
も
、課
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
意
識
付
け
を
期
初
に
行
い
、

正
課
の
内
外
を
通
じ
て
そ
の
力
が
ど
う
変
化
し
た
か
、
何
故
変
化
し

た
か
を
振
り
返
る
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
期
中
・
期
末
に
設
定

す
る
だ
け
で
も
（
す
な
わ
ち
、
対
課
題
基
礎
力
に
つ
い
て
目
標
設
定

し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
キ
ッ
カ
ケ
と
、
振
り
返
る
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
で
も
）、
効
果
的
に
能
力
開
発
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る
。
基
礎
力
の
よ
う
な
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
能
力
は
、
実
践

を
通
じ
て
で
な
い
と
開
発
は
望
め
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
じ
よ

う
に
必
要
な
の
は
、
学
生
達
に
開
発
に
臨
む
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と

と
、
振
り
返
り
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
振
り
返

り
の
場
面
に
お
い
て
は
、経
験
を
肯
定
的
に
意
味
づ
け
ら
れ
る
よ
う
、

メ
ン
タ
ー
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
が
重
要
と
な
る
だ
ろ

う
。

※
３
：
難
関
企
業
に
対
す
る
内
定
率
＝
（
上
場
企
業
あ
る
い
は
人
気
企
業
一

社
以
上
か
ら
内
定
を
獲
得
し
た
人
の
数
）
／
受
講
者
中
の
就
職
希
望
者
数

五
．
お
わ
り
に

本
年
二
月
、文
部
科
学
省
は
大
学
設
置
基
準
を
見
直
し
、「
社
会
的
・

職
業
的
自
立
に
向
け
た
指
導
等
」が
制
度
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
五
月
、

「
大
学
生
の
就
業
力
育
成
支
援
事
業
」
に
関
す
る
公
募
が
開
始
さ
れ
、

四
〇
〇
校
を
超
え
る
大
学
が
そ
れ
に
応
募
し
た
。
後
に
振
返
れ
ば
、

今
年
は
ま
さ
に
、高
等
教
育
の
世
界
が
「
教
育
の
機
能
分
化
」
と
「
エ
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特集・就職支援～学生の職業意識の醸成～ 
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
的
に
雇
用
さ
れ
る
能
力
）
の
育
成
強

化
」
に
向
け
て
、
大
き
く
加
速
し
た
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
年
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
節
目
の
年
に
、
株
式
会
社
リ
ア
セ
ッ
ク
が

こ
れ
ま
で
に
獲
得
し
て
き
た
「
就
業
力
」
に
関
す
る
知
見
の
一
端
で

も
ご
紹
介
で
き
た
こ
と
を
幸
運
に
思
う
。
最
後
に
、
貴
重
な
機
会
を

与
え
て
い
た
だ
い
た
日
本
学
生
支
援
機
構
の
皆
様
に
紙
面
を
借
り
て

お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。


